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1.緒言  

TOKASTAR-2装置ではトカマク型の磁場配位とヘ
リカル型の磁場配位を組み合わせた配位である、
TOKASTAR配位について研究が行われている。この装
置ではプラズマ電流無しでも閉じた磁気面を形成
できるような外部ヘリカルコイルが設置されてい
るが、コイル製作精度や、設計精度によっては閉磁
気面が生成されない可能性がある。そこで、ヘリカ
ル磁場によるプラズマ閉じ込め特性を調べるため
に、静電プローブを用いた電子温度・密度分布の計
測を行なっている。 
2. 実験 
管直径0.6mm、露出距離3mm、中心間距離1mmの探針

を4つ持つプローブを製作し、トリプルプローブ法
によりECHプラズマ(単純トロイダル磁場)とヘリカ
ルプラズマの温度密度計測を行った。この時、ガス
は窒素ガスを用い、マイクロ波の周波数は2.45GHz、
EC基本波共鳴はトロイダル磁場が875Gの位置にあ
る。ヘリカルプラズマは2.0ms以降では、単独で閉磁
気面を形成しており、2.5ms以降には形成された閉
磁気面内にEC基本波共鳴層が入る条件となる。共鳴
層位置は電流の時間変化に伴い移動する。 
3.結果・考察 
図1より、共鳴層が閉磁気面内に入っていない

2.0msにおいては、ECHとヘリカルプラズマの電子温
度は同程度であり、径方向に対してなだらかな分布
をとっている。対して共鳴層が閉磁気面内に入って
いる時間帯である、2.5msから3.5msではヘリカルプ
ラズマの電子温度はECHプラズマの電子温度に対し
て、計算上の閉磁気面形成位置と考えられる13～
15cmの位置から内部に1cm程度ずれた位置での有意
な温度上昇が見られる。 
図2より、2msにおけるECHプラズマとヘリカルプラ

ズマはピークを持たない、なだらかな密度分布をと
っている。2.5ms以降のヘリカル閉磁気面内に共鳴層
が入っている時間帯では、ECHプラズマはTFコイルの
最外部である18cmの位置で密度ピークを持つ分布を
とっているが、対してヘリカルプラズマは、計算上
の閉磁気面位置である13～15cmの間で密度ピークを
持つ分布を持つ。 

以上より、温度の有意な上昇が見られた計測位置
と、密度のピークが見られた位置は異なっている為
閉磁気面の生成による温度上昇、密度ピーク形成と
は断定できないが、計算上の閉磁気面位置の間に密
度ピークを持ち、閉磁気面よりも1cm程度内側に温度
の上昇点を持つヘリカルプラズマが形成されている
ことが明らかになった。 
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図 1 ECH プラズマとヘリカルプラズマの電子温度変化 

図 2  ECH プラズマとヘリカルプラズマの電子密度変化 
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